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                           FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス                        

 https：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

3/24現在 

父島 

98.3/100 

母島  

89.5/100 

2月気象状況    （父島） 

最高気温   23.4℃ 

最低気温   12.4℃ 

平均気温   18.7℃ 

平均湿度   74％ 

月降水量  96.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（３/1） 

             2,581人 

             父島      母島                

  人口      2,132人   449人 

  世帯      1,245    269 

 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

                   
  

                            

    

４
月
１
日(

土)

よ
り
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
配
信
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。 

 

【
ア
カ
ウ
ン
ト
】 

https://twitter.com/bousaiogasawara 

( @bousaiogasawara ) 

   

【
運
用
方
針
】 

小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

   

【
注
意
事
項
等
】 

 

情
報
発
信
は
、
原
則
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
終

了
後
、
速
や
か
に
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
同
じ
内
容

の
放
送
が
複
数
回
あ
る
場
合
、
発
信
を
省
略
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

以
下
の
放
送
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
投
稿
を
し

ま
せ
ん
。 

①
緊
急
放
送
で
あ
り
、
放
送
し
て
か
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー

へ
の
投
稿
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
に
事
象
が
発
生

す
る
見
込
み
が
高
い
も
の(

例
：
津
波
の
発
生 

な
ど) 

②
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
自
動
放
送 

③
特
定
の
者
に
向
け
た
放
送 

(

例
：
消
防
団
員
の
招
集
放
送 

な
ど) 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
運
用
方
針
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
当
面
の
間
は
試
行
期
間
と
し
、
そ
の
期
間
中

に
確
認
し
た
諸
課
題
に
よ
り
運
用
方
針
、
方
法
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

 

   

【
令
和
４
年
度
実
施
結
果
】 

○
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査 

 

令
和
４
年
６
月
10
日
～
令
和
５
年
２
月
28
日
に

か
け
て
15
日
間
程
度
の
派
遣
を
14
回
実
施
。 

 

〇
収
容
派
遣 

              

本
年
度
中
に
収
容
さ
れ
た
ご
遺
骨
75
柱
は
、
派

遣
団
と
と
も
に
内
地
に
帰
還
し
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
に
お
い
て
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

村
と
し
て
は
今
後
も
引
き
続
き
、
本
事
業
へ
最
大

限
の
協
力
を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
が
よ
り
実
り
多

き
も
の
に
な
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
及
び
日
本
戦
没

者
遺
骨
収
集
推
進
協
会(

※)

を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
に
積
極
的
に
は
た
ら
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

※
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
と
は
・
・
・ 

 

平
成
28
年
11
月
か
ら
厚
生
労
働
省
の
指
導
監
督

の
下
、
民
間
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
先
の
大
戦
で

の
日
本
人
戦
没
者
の
遺
骨
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及

び
収
骨
収
集
を
実
施
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人 

 

                               

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

        

ＮＯ．753 

令和 5 年(2023) 

  ４/１（土） 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

 

防
災
行
政
無
線
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
配
信
を 

始
め
ま
す 

地表においてご遺骨を収容する収集団 

 

千鳥ヶ淵戦没者墓苑において政府に 

引き渡されるご遺骨 

 

令
和
４
年
度
「
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集 

帰
還
事
業
」
報
告  

合
計 

第
４
回 

第
３
回 

第
２
回 

第
１
回 

派 

遣 

期 

間 

令
和
５
年
２
月
１
日
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
月
15
日 

令
和
４
年
11
月
21
日
～ 

 
 

 
 

 
 

 

12
月
５
日 

令
和
４
年
９
月
28
日
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

10
月
13
日 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
た
め
中
断 

75
柱 

25
柱 

29
柱 

21
柱 

 

収
容
柱
数 
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歳　入

5,607,628 千円

歳　出

5,607,628 千円

（割合は小数点１位未満を四捨五入しているため、合計が100％にならないことがあります）

●会計別予算額

金額（千円） 構成比（%） 前年比（千円）

5,607,628 82.4 524,830

342,480 5.1 5,981

299,523 4.4 39,135

8,016 0.1 △ 40,783

101,386 1.5 9,653

211,755 3.1 2,457

168,670 2.5 △ 3,810

28,106 0.4 6,514

35,141 0.5 4,558

6,802,705 100.0 548,535

国民健康保険特別会計

一般会計

後期高齢者医療特別会計

合 計

簡易水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

介護保険（保健事業勘定）特別会計

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計

下水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

令和５年度 小笠原村の予算

村税

496,443千円

8.9%

地方譲与税及

交付金等

121,149千円

2.2%

国有提供施設

等所在市町村

助成交付金

128,449千円

2.3%

地方特例

交付金

761千円

0.0%

地方交付税

1,696,210千円

30.2%
分担金及負担金

8,629千円

0.2%

使用料及手数料

208,597千円

3.7%

国庫支出金

645,325千円

11.5%

都支出金

1,026,046千円
18.3%

財産収入

68,319千円

1.2%

繰入金

662,702千円

11.8%

村債

437,200千円

7.8%

その他

107,798千円

1.9%

一般会計歳入予算

議会費

65,075千円

1.2%
総務費

1,440,519千円

25.7%

民生費

1,133,869千円

20.2%衛生費

1,367,082千円

24.4%

農林水産業費

153,277千円

2.7%

商工費

153,326千円
2.7%

土木費

213,393千円

3.8%

消防費

25,185千円

0.4%

教育費

487,601千円

8.7%

公債費

483,079千円

8.6%

その他

85,222千円
1.5%

一般会計歳出予算

【歳入の主な増減（前年度比）】

●村税（2.1%の減）

前年度の課税実績から個人村民税の増、固定資産税では前年度の臨時

的な増収による減があり、村税総額で10,517千円の減額となっています。

●地方交付税（0.4%の減）

すべての自治体が一定水準の行政サービスを行えるよう国が交付する

ものです。国の地方財政計画による見通しから、前年度より6,566千円の

減額を見込んでいます。

●使用料及手数料（3.5%の増）

診療所収入や建設発生土処理手数料等の収入見込により6,971千円の増

額となっています。

●国庫支出金（2.0%の減）

村道整備と小中学校施設整備費の減、児童福祉施設整備費の増があり、

総額で13,200千円の減額となっています。

●都支出金（5.3%の増）

医療施設や医療備品、清掃施設備品、ワクチン接種等に対する衛生費

都補助金の増により、51,673千円の増額となっています。

●繰入金（50.5%の増）

公債費の上昇に備えた任意繰上償還のための減債基金繰入金286,131千

円の増、歳入不足を補うための財政調整基金繰入金8,097千円の増、土地

開発基金繰入金8,460千円の減、災害復旧復興特別交付金事業基金63,753

千円の減があり、222,311千円の増額となっています。

●村債（104.2%の増）

村が施設建設や大規模事業を行う際に、財政上必要とする資金を外部

から借り入れる資金で、今年度は、役場庁舎整備債26,000千円、児童福

祉施設整備債216,100千円、診療所整備債73,400千円、道路整備債28,000

千円、学校整備債81,700千円、臨時財政対策債12,000千円を計上してお

り、前年との比較では223,100千円の増額となっています。

【歳出の主な増減（前年度比）】

●総務費（1.1%の増）

主に行政運営に必要な経費です。庁舎設備の改修やカワラヒワ保全に

係る経費の増、硫黄島訪島事業経費や財産管理経費の減などがあり、前年

度より16,252千円の増額となっています。

●民生費（63.8%の増）

障がい者、高齢者、児童等の福祉のための経費です。母島児童福祉施

設整備や父島保育園増築などにより、前年度より441,811千円の増額と

なっています。

●衛生費（8.6%の増）

保健衛生や生活環境対策、ごみ処理等のための経費です。診療所の空

調設備・発電機の改修や父島クリーンセンター備品購入、出産・子育て

応援交付金などから、前年度より108,309千円の増額となっています。

●農林水産業費（4.0%の減）

農業及び水産業振興のための経費です。漁業振興施設整備事業事業や漁

獲物運搬特別支援事業の増及び農業振興施設整備事業補助金の減により、

前年度より6,328千円の減額となっています。

●商工費（5.9%の増）

商工業、観光事業のための経費です。北港トイレ整備に係る母島観光

協会補助金や観光宣伝事業の増により、前年度より8,502千円の増額と

なっています。

●土木費（8.9%の減）

道路建設や公園整備、まちづくりのための経費です。宅地造成事業特

別会計への繰出金の減があり、前年度との比較で20,855千円の減額と

なっています。

●消防費（6.2%の減）

主に消防団に要する経費で、今年度は消火栓改修による増や消防車庫

改修の減があり、前年度より1,659千円の減額となっています。

●教育費（36.2%の減）

教育の充実やスポーツ・文化振興のための経費で、小中学校整備事業

費の減により、前年度との比較で276,091千円の減額となっています。

●公債費（160.2%の減）

施設更新に伴う公債費の上昇に備えた任意繰上償還により297,391千

円の増額となっています。

●その他（36.1%の減）

令和元年台風21号による被害に対する災害復旧が終了したため、前年

度との比較で48,169千円の減額となっています。

令和５年度予算につきましては、第４次総合計画及び小笠原諸島振興開発計画に基づく事業を中心に、以下の事項を重点施策として予算

編成を行いました。

【重点項目】

（１）新型コロナウイルス感染症対策の実施

（２）航空路開設のための東京都との連携

（３）世界自然遺産地としての自然環境の保全と活用を図るための施策の推進

（４）小笠原の特色を活かした産業の振興

（５）良好な生活環境のための生活基盤整備及び災害に備える防災基盤整備の充実

（６）村民の安心と次世代の人材育成に向けた保健、福祉、医療、教育の充実

（７）返還５５周年事業の実施

一般会計は総額56億762万8千円で、前年度当初（50億8,279万8千円）と比較すると5億2,483万円、10.3％の増となっています。
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固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
税
台
帳(

名
寄
帳)

の
閲
覧

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
ほ
か

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価

格
等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

 

《
期
間
》
通
年(

土
日
・
休
日
を
除
く) 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
(

正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く) 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

 

《
期
間
》
４
月
３
日(

月)

～
５
月
31
日(

水) 

 
 
 
    (

土
日
・
休
日
を
除
く) 

 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
(

正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く) 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

２―

３
１
１
２ 

   

◎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
臨
時
運
行 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
４
月
29
日

(

土)

、
４
月
30
日(

日)

、
５
月
３
日(

水)

～
５
月

５
日(

金)

は
、
扇
浦
線
を
増
便
し
て
運
行
し
ま
す
。 

【
臨
時
増
便
】 

○
午
後
２
時
45
分(

村
役
場
前
発) 

○
午
後
３
時
10
分(

小
港
海
岸
発) 

  

休
日
の
お
出
か
け
に
は
、
村
営
バ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

        

２―

３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 
        

２―

３
１
１
４ 

合計額

合計額

合計額

合計額

合計額

合計額

　小笠原村では、総合的かつ計画的なまちづくりを推進するため、第４次小笠原村総合計画を策定し、計画に示
した将来像の実現に向けて、事業の推進を図っています。
　総合計画で定めた施策体系別の令和５年度予算の反映状況は次のとおりです。

　つながりが豊かな暮らしと豊かな自然を紡ぐ村

 (2) 景観形成 330

 (3) 交通 施策項目

予算額

 (1) 居住 62,695

予算額

58,286

20,599

78,885

施策項目

 (1) 自然環境保全・利用

 (2) 環境教育

【環境共生】

【都市防災】

　しなやかな強さが暮らしの安定を守る村

施策項目 予算額

 (4) エネルギー利用

 (5) 資源循環・廃棄物処理

 (6) 生活基盤施設

 (7) 消防・防災

36,740

11,515

285,948

812,171

58,868

 (7) おもてなし

1,268,267

【産業】

　特色ある産業で人々の心を潤す村

施策項目 予算額

 (1) 農地確保 12,516

 (2) 農業経営基盤強化

 (3) 水産資源保全

 (4) 漁業経営安定化

 (5) 観光振興

 (6) 商工業振興

282,679

【医療福祉】

　こまやかさが暮らし続けられる安心を支える村

施策項目

 (1) 健康づくり 64,640

 (2) 子育て支援 475,827

 (3) 高齢者・障害者福祉 338,434

20,899

20,098

88,643

124,590

10,226

5,707

施策項目 予算額

130,030

625,692

【教育文化】

　学び合う心が自立する力を育てる村

 (5) 医療

1,634,623

 (4) 地域福祉

4,150 (3) 歴史・文化

372,912

【地域経営】

　信頼に応え進化し続ける村

単位：千円

総務課企画政策室　２－３１１１

238,531

 (2) 協働 5,378

 (3) 国境離島 281

 (4) 硫黄島 68,165

 (1) 行政経営 164,707

予算額

 (1) 学校教育 346,672

 (2) 生涯教育 22,090

分野別の目標像と施策と予算額

第４次小笠原村総合計画 令和５年度予算反映状況

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び 

価
格
縦
覧
帳
の
縦
覧 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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【投票できる方】 

 ○平成１７年４月２４日以前に生まれた方 

 ○令和５年１月１７日以前に小笠原村に転入の届出をした方 

【期日前投票について】 

期日前投票を行う日に小笠原村における選挙権を有している方で、投票日当日に投票できない事由（仕事、学業、レジャー、そ

の他用事、病気、島外滞在等）がある方は、期日前投票ができます。 

《期日前投票の場所と期間》 ※正午～午後１時３０分及び土日も投票できます（入場券を持参してください） 

父島：小笠原村役場 ４月１９日（水）～４月２２日（土）午前８時３０分～午後８時 

母島：母島支所   ４月１９日（水）〜４月２１日（金）午前８時３０分～午後６時 

【父島～母島間で、４月１７日（月）以降 転居された方の投票について】 

《父島→母島へ転居された方》２３日（日）の投票日に父島で投票となります。または２１日（金）までに母島で期日前投票。 

《母島→父島へ転居された方》２２日（土）の繰上投票日に母島で投票となります。または２２日（土）までに父島で期日前投票。 

《期日前投票の受付場所・時間》（ ○ ＝ その場所において期日前投票できます × ＝ 期日前投票できません） 

 期 日 前 投 票 場 所 ４月１９日（水）～４月２１日（金） ４月２２日（土）母島繰上投票日 

父島から母島へ 

 

転居された方 

父島 村役場 (8：30～20:00) 

○ 
○ 

母島 母島支所 (8：30～18:00) × 
母島から父島へ 

 

転居された方 

父島 村役場 (8：30～20:00) 

○ 
○ 

母島 母島支所 (8：30～18:00) × 
 

【不在者投票の手順について（小笠原村外に滞在中・予定の方）】 
①不在者投票を希望する方は、早急に村役場総務課または母島支所へ“不在者投票”投票用紙の請求を行ってください。 

＊所定の「請求書」に必要事項を記入し、４月１１日（火）までに原本を提出。 

＊内地から郵送で請求される場合には、４月８日（土）東京発のおがさわら丸に間に合うよう請求してください。 

＊請求書は村 HP〈各課のページ（総務課）→選挙管理委員会〉からもダウンロードできます。 

②小笠原村選挙管理委員会から、４月１２日(水)以降に、希望する住所へ投票用紙を郵送します。 

③投票用紙を受け取りましたら、速やかに滞在先の区市町村選挙管理委員会に持参し、係員の指示に従って投票してください。 

【投票可能日４月１９日(水)以降】 

＊指定病院に入院の方は入院先で投票できます 

④不在者投票を行った選挙管理委員会等から小笠原村選挙管理委員会まで、投票済み投票用紙が郵送されます。 

そのため、郵便が４月２１日（金）東京発のおがさわら丸に間に合うよう投票する必要があります。 

＊その後の便では、投票用紙の到着が開票に間に合わず、投票が無効になります。 

【新型コロナウイルス感染症対策について】 

不特定多数の方の来場、高齢者・持病がある方の来場もありますので、引き続き感染症対策を実施いたします。投票所、期日前投

票所にはアルコール消毒液を設置し、記載台、鉛筆等不特定多数の方が触れる箇所は、定期的に消毒を行います。マスクの着用につ

いては、個人の判断となります。有権者の皆様のご理解・ご協力をお願いします。 

                                ●問合せ先：小笠原村選挙管理委員会事務局 ２－３１１１ 

 

小笠原村議会議員選挙 

≪告 示 日（立候補届出日）≫          ４月１８日（火） 

≪繰上投票日（母島）投票所：母島村民会館≫    ４月２２日（土）  午前７時から午後８時まで 

≪投 票 日（父島）投票所：地域福祉センター≫  ４月２３日（日）  午前７時から午後８時まで 

≪開 票 日 開票所：地域福祉センター≫     ４月２３日（日）  午後９時から 

投票所へは「入場券」を持参してください。 
入場券が投票日前日になっても届かない場合や、記載事項に誤りがある場合はご連絡ください。 
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東
京
都
及
び
小
笠
原
村
は
、
行
文
線
未
整
備
区
間

の
整
備
再
開
に
向
け
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
専
門

家
な
ど
を
交
え
た
検
討
会
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び

村
民
説
明
会
に
お
け
る
ル
ー
ト
比
較
検
討
を
経
て
、

平
成
30
年
５
月
に
は
、
最
適
ル
ー
ト
案
を
公
表
し

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
自
然
環
境
に
関
す
る
学
識
経
験
者
等
を

交
え
た
専
門
家
会
議
や
検
討
会
を
継
続
し
、
こ
の
た

び
、
事
業
計
画
を
具
体
化
し
ま
し
た
。 

 

１
月
24
日
に
実
施
し
た
村
民
説
明
会
で
は
、
工

事
の
概
要
や
直
近
で
予
定
す
る
交
通
規
制
、
３
Ｄ
モ

デ
ル
に
よ
る
整
備
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
村
民
説
明
会
の
資
料
及
び
議
事
録
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
支
庁
ま
た
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 

今
後
も
、
適
宜
村
民
の
皆
様
へ
の
報
告
を
行
い
な

が
ら
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
村
民
説
明
会
で
の
主
な
意
見
な
ど
】 

・
大
規
模
工
事
を
行
う
と
住
宅
工
事
等
の
島
内
他
工

事
が
滞
る
た
め
困
る
。 

・
樹
木
の
伐
採
に
よ
る
風
の
変
化
は
調
査
を
し
て
い

る
の
か
。 

・
工
事
排
水
は
適
切
に
処
理
さ
れ
る
の
か
。 

・
整
備
予
定
の
道
路
の
交
通
安
全
対
策
は
適
切
か
。 

・
夜
明
道
路
の
通
行
止
め
は
避
け
ら
れ
な
い
の
か
。 

・
地
下
壕
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。 

※
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(https://www.soumu.metro.tokyo.lg.jp/07o

gasawara/island_resident/roadandriver_

gyobunsen.html) 

※
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

(https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/sou

mu/bousai/) 

※
３
Ｄ
モ
デ
ル
に
よ
る
整
備
イ
メ
ー
ジ
動
画 

(https://www.youtube.com/watch?v=grs420N

TZYY) 

               
 

   

●
問
合
せ
先 
 

・
防
災
道
路
の
必
要
性
に
関
す
る
こ
と 

 

総
務
課 

総
務
係 

    

２―

３
１
１
１ 

・
行
文
線
未
整
備
区
間
の
整
備
に
関
す
る
こ
と 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
２―

２
１
６
３ 

   

◎
本
庁
窓
口
の
混
雑
に
つ
い
て 

 

４
月
３
日(

月)

は
、
引
っ
越
し
に
伴
う
転
入
手
続

き
が
集
中
し
、
村
民
課
窓
口
が
大
変
混
み
合
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
通
常
よ
り
も
手
続
き
に
お
時
間

が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
急
ぎ
で
な
い

方
は
、
転
入
手
続
き
が
集
中
す
る
時
期
を
避
け
て
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原
村
東
京
連
絡
事
務
所
で
の
証
明
書
の
交
付

に
つ
い
て 

 

竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
２
階
「
小
笠
原
村
東
京
連

絡
事
務
所
」
で
は
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方
を
対
象
に
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
書

な
ど
の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
ご
利
用
の
際
は
村
民
課
住
民
係
ま
で
電
話
に
て

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
手
続
き
の
停
止
に
つ
い
て 

 

地
方
公
共
団
体
シ
ス
テ
ム
機
構(J-LIS)

に
よ
る

公
的
個
人
認
証
シ
ス
テ
ム
更
改
作
業
の
た
め
、
５
月

１
日(

月)

・
２
日(

火)

は
、
村
民
課
及
び
母
島
支
所

窓
口
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手

続
き
が
受
付
で
き
ま
せ
ん
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

  
 ～

退
職(

失
業)

に
よ
る
特
例
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
～ 

 

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職(

失
業)

さ

れ
る
と
、
村
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行

い
、
月
額
１
６
、
５
２
０
円(

令
和
５
年
度
の
金
額)

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に

は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。 

 
特
例
免
除
制
度
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
は
退
職(
失
業)

し
た
月(

月
末
退
職
の
場
合
は
翌

月)

か
ら
、
退
職(

失
業)

し
た
年
の
翌
々
年
の
６
月
ま

で
の
期
間
に
限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

 

通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請

者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
が
所
得
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除
で

は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除

外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。 

 

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
、
村
民
課
住
民
係
ま
た

は
母
島
支
所
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

     

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
「
子
育
て
の

た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
」
の
「
認
定
」
を
受
け
た

方
で
、
自
治
体
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
施
設
・
事
業

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
施
設
・
事
業
の
利
用
料

が
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

給
付
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
小
笠
原
村
か
ら
「
保
育
の
必
要
性
の
認

定
」
を
受
け
た
上
で
、
請
求
の
手
続
き
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

認
定
開
始
日
は
、
認
定
の
申
請
日

以
降
と
な
り
ま
す
。 

詳
し
い
認
定
の
申
請
方
法
お

よ
び
給
付(

請
求)

の
手
続
き
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】 

 

保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け
た
、
３
～
５
歳
児

ク
ラ
ス
の
お
子
さ
ん
と
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
０

～
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
お
子
さ
ん
。 

※
保
育
園
等
に
通
わ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。 

【
上
限
額
】 

 

３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス
は
、
３
７
，
０
０
０
円 

 

０
～
２
歳
児
ク
ラ
ス(

住
民
税
非
課
税
世
帯)

は
、 

４
２
，
０
０
０
円 

※
ク
ラ
ス
年
齢
と
は
、
当
年
度
の
４
月
１
日
に
到
達

し
て
い
る
年
齢
の
こ
と
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

第
５
回
行
文
線
未
整
備
区
間
の
整
備
再
開
に

向
け
た
村
民
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た 

 

村
民
課
住
民
係
か
ら
の
お
知
ら
せ  

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付 

認
定
申
請
の
ご
案
内 
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
支
払
方
法
に
は
、
次
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

○
月
払
い 

○
年
払
い(

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で) 

 

支
払
い
方
法
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総
務

課
情
報
通
信
係
も
し
く
は
母
島
支
所
庶
務
係
に
て
届

出
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
す
で
に
年
払
い
で
お
支
払

い
さ
れ
て
い
る
方
は
、
届
出
が
な
い
場
合
、
引
き
続

き
年
払
い
と
な
り
ま
す
。 

【
届
出
期
限
】
４
月
14
日(

金) 

【
利
用
料
】 

 
 

月
払
い
利
用
料 

 

１
，
５
６
０
円 

 
 

年
払
い
利
用
料 

１
７
，
１
６
０
円 

 
(

１
年
間
の
ご
利
用
で
１
，
５
６
０
円
お
得
で
す) 

※
利
用
料
減
免
対
象
の
方
は
、
前
記
利
用
料
か
ら
減

額
し
た
額
も
し
く
は
免
除
に
な
り
ま
す
。
減
免
申

請
の
ご
案
内
は
、
村
民
だ
よ
り
６
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

    

３
月
９
日
、
10
日
、
15
日
、
16
日
に
実
施
さ

れ
た
小
笠
原
村
村
議
会
・
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

を
小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
録
画
放
送
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
放
送
日
】 

○
４
月
26
日(

水) 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ご
ろ 

○
４
月
27
日(

木)

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ご
ろ 

※
放
送
内
容
の
詳
細
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

村
内
の
掲
示
板
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
チ
ャ
ン
ネ
ル
】
地
上
デ
ジ
タ
ル
11

ch 
 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２―

３
１
１
１ 

  

  

 

現
在
、
東
町
、
西
町
で
進
め
て
い
る
道
路
改
修
工

事
に
よ
り
発
生
し
た
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ

ク
及
び
レ
ン
ガ
を
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。 

 

不
要
に
な
っ
た
際
の
処
分
な
ど
に
つ
い
て
注
意
点

が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
建
設
水
道
課

に
必
要
数
量
な
ど
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２―

３
１
１
５ 

   

平
素
よ
り
ご
み
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

４
月
よ
り
、
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の
処
分
に
つ
い

て
次
の
通
り
取
り
扱
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

①
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収 

 

金
属
回
収
日
に
資
源
カ
ゴ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
回
収
日
】
父
島
は
木
曜
日
、
母
島
は
火
曜
日 

②
持
込
み 

 

処
理
施
設
へ
の
直
接
持
込
み
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
父
島
は
父
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー(

２―

２ 
 
 

８
９
４)

に
持
込
の
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
母
島

は
母
島
支
所(

３―

２
１
１
１)

に
持
込
の
問
合
せ
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

③
自
ら
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
送
る
場
合 

 

使
用
し
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
カ
ー
に
リ
サ
イ

ク
ル
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
各
メ
ー
カ
ー
の
問

合
せ
先
は
「
一
般
社
団
法
人
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協

会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
調
べ
い
た
だ
け
ま

す
。 

 

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
も
回
収
い

た
し
ま
す
。
金
属
回
収
の
日
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 

個
人
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
①
②
で
処

分
す
る
場
合
は
、
排
出
前
に
必
ず
ご
自
身
の
責
任
で

消
去
し
て
く
だ
さ
い
。
当
村
で
は
一
切
の
責
任
を
負

い
か
ね
ま
す
。
③
の
場
合
は
メ
ー
カ
ー
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

 

仕
事
等
で
使
用
し
て
い
る
事
業
系
パ
ソ
コ
ン
に
つ

い
て
は
、
有
料
で
②
持
込
み
か
③
メ
ー
カ
ー
処
分
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
リ
ー
ス
契
約
し
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
は
利
用
者
で
勝
手
に
処
分
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
リ

ー
ス
元
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 

【
新
し
く
転
入
さ
れ
た
方
へ
】 

ご
み
の
出
し
方
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
ご
確
認

お
願
い
し
ま
す
。
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

     ●
問
合
せ
先 

(

父
島)

環
境
課 

生
活
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

(

母
島)

母
島
支
所 

庶
務
係 

   

３―

２
１
１
１ 

  

出
張
期
間
：
１
月
16
日
～
25
日 

・
世
界
自
然
遺
産
五
地
域
会
議
出
席
、
視
察 

・
防
衛
省
及
び
東
京
都
関
係
部
署
挨
拶
、
意
見
交
換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

出
張
期
間
：
２
月
９
日
～
19
日 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
延
長
要
望 

活
動 

・
東
京
都
島
嶼
町
村
会
定
期
総
会
出
席 

・
東
京
都
島
嶼
町
村
会
・
議
長
会
合
同
会
議
出
席 

・
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会 

出
席 

・
東
京
都
町
村
会
会
議
、
自
治
研
修
会
、
自
治
功
労

者
表
彰
式
出
席 

・
硫
黄
島
行
政
視
察 

・
南
鳥
島
に
お
け
る
活
動
拠
点
整
備
事
業 

完
成
報

告
会
出
席 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

 

日程：4月29日（土） 

時間：午前10時～午後1時 

場所：母島小中学校グラウンド 

日程：4月29日（土） 

時間：午前10時～午前1１時30分 

場所：おまつり広場 

小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の 

支
払
方
法
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
議
会
定
例
会(
第
１
回) 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

11

ch)
で
録
画
放
送
し
ま
す 

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ 

ブ
ロ
ッ
ク
等
を
配
布
し
ま
す  

４
月
か
ら
使
用
済
み
パ
ソ
コ
ン
の 

処
分
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

 

村
長
出
張
報
告(

１
月
・
２
月) 

 

小笠原村 

ごみの出し方 

はこちらから 

▼ 

https://3.bp.blogspot.com/-SZWQKozfyXE/UsZssStsdbI/AAAAAAAAcpY/I2XFSXrlvKg/s800/renga.png
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●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

 
４
月
１
日
付 

 

◎
異
動 
《 

》内
は
旧
所
属 

【
課
長
級
】 

議
会
事
務
局
長(
昇
任) 

 
 

櫻
田 

誠《
教
育
課
課
長
補
佐
教
育
係
長
》 

【
課
長
補
佐
級
】 

総
務
課
付 

大
田 

泰
史《
総
務
課
課
長
補
佐
情
報
通
信
係
長
》 

 

村
民
課
課
長
補
佐(

福
祉
担
当) 

町
田 

健
太
郎《
医
療
課
課
長
補
佐
診
療
所
係
長
》 

 

医
療
課
課
長
補
佐
診
療
所
係
長 

上
部 

修
一《
環
境
課
課
長
補
佐
生
活
環
境
係
長
》 

 

産
業
観
光
課
課
長
補
佐(

課
務
担
当)(

昇
任) 

 
 

伊
藤 

嘉
則《
村
民
課
福
祉
係
主
査
》 

 

環
境
課
課
長
補
佐
生
活
環
境
係
長(

昇
任) 

 
 

森
本 

誠
一《
環
境
課
生
活
環
境
係
主
査
》 

会
計
室
課
長
補
佐 

 
 

川
上 

勲《
村
民
課
課
長
補
佐(

課
務
担
当)

》 

【
係
長
級
】 

 

総
務
課
情
報
通
信
係
長 

 
 

奥
原 

茂《
財
政
課
財
政
係
主
査
》 

 

総
務
課
情
報
通
信
係
主
査(

昇
任) 

 
 

田
口 

哲
郎《
総
務
課
情
報
通
信
係
主
任
》 

 

医
療
課
診
療
所
係
看
護
師
長(

母
島
診
療
所)(

昇
任) 

 
 

森 

純
子《
医
療
課
診
療
所
係(

母
島
診
療
所)

》 

 

環
境
課
自
然
環
境
係
主
査(

昇
任) 

 
 

井
上 

直
美《
環
境
課
自
然
環
境
係
主
任
》 

 

母
島
支
所
庶
務
係
主
査(

昇
任) 

 
 

瀬
尾 

佑《
母
島
支
所
庶
務
係
主
任
》 

 

教
育
課
教
育
係
長 

 
 

川
口 

敬
示《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
》 

【
主
任
級
】 

 

財
政
課
財
政
係
主
任 

 
 

小
林 

修
一《
会
計
室
主
任
》 

財
政
課
財
政
係
主
任(

昇
任) 

 
 

松
澤 

智
子《
財
政
課
財
政
係
》 

村
民
課
福
祉
係(

父
島
保
育
園) 

 
 

池
田 

由
貴《
村
民
課
福
祉
係(

母
島
保
育
園)

》 

村
民
課
福
祉
係
技
能
主
任(

父
島
保
育
園)(

昇
任) 

 
 

河
本 

友
子《
村
民
課
福
祉
係(

父
島
保
育
園)

》 

建
設
水
道
課
主
任(

昇
任) 

 
 

石
塚 

信
哉《
建
設
水
道
課
》 

教
育
課
教
育
係
主
任 

 
 

杉
山 

朋
美《
総
務
課
総
務
係
主
任
公
益
財
団
法

人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
派
遣
》 

 

◎
採
用 

【
主
任
級
】 

 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

星
野 

愛
実(

看
護
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

小
宮 

さ
つ
き(

薬
剤
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

山
本 

美
空(

栄
養
士) 

【
主
事
級
】 

 

村
民
課
付 

ワ
シ
ン
ト
ン 

ま
り
あ 

 

 

村
民
課
付(
母
島
保
育
園) 

蓮
見 

知
子(

保
育
士) 

 

医
療
課
付(
太
陽
の
郷)

平
井 

睦
子(

介
護
福
祉
士) 

 

環
境
課
付 

半
田 
文 

【
医
師
】 

医
療
課
付(

小
笠
原
村
診
療
所)

中
野 

志
保(

医
師) 

【
再
任
用(

継
続)

】 

建
設
水
道
課
主
査 

千
葉 

勇
人 

 ◎
派
遣 

【
赴
任
】 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

小
川 

誠(

医
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

母
島
診
療
所) 

 

阿
部 

一
貴(

医
師) 

 

３
月
31
日
付 

◎
勤
務
延
長(

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で) 

【
課
長
級
】 

 

総
務
課
長 

 

杉
本 

重
治《
総
務
課
長
》 

 

建
設
水
道
課
長 

 

繁
藝 

則
仁《
建
設
水
道
課
長
》 

【
医
師
・歯
科
医
師
】 

 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 
 

山
口 

徹
也《
医
療
課
診
療
所
係 

(

小
笠
原
村
診
療
所)

》 

◎
退
職  

【
定
年
退
職
】 

議
会
事
務
局
長 

村
井 

達
人 

【
退
職
】 

 

村
民
課
福
祉
係(

父
島
保
育
園) 

 

岩
田 

奈
津
子(

保
育
士
：任
期
満
了) 

 

村
民
課
福
祉
係 

鈴
木 

理
恵 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

桑
原 

直
孝(

医
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

篠
原 

弘
奈(

薬
剤
師) 

 

医
療
課
診
療
所
係(

太
陽
の
郷) 

 

屋
敷 

裕
太(

介
護
福
祉
士) 

 
 ◎

派
遣 

【
帰
任
】 

医
療
課
診
療
所
係(

小
笠
原
村
診
療
所) 

 

徳
野 

愛(

医
師) 

医
療
課
診
療
所
係(

母
島
診
療
所) 

 

徳
野 

隼
人(

医
師) 

  

◎
事
務 

◎
技
術(

電
気
・
建
築
・
機
械
・
土
木) 

◎
看
護
師 

※
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 
要
項
は
役
場
窓
口
で
配
布
の
他
、
村
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 
総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

   

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
事
務
補
助
員
１
名 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
小
学
校 

【
業
務
内
容
】
事
務
補
助
業
務 

【
期
間
】 

令
和
５
年
５
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日(

週
29
時
間
以
内) 

午
前
７
時
45
分
～
午
後
４
時
45
分 

【
時
間
給
】
１
０
７
２
円 

【
選
考
方
法
】
書
類
・
面
接 

【
申
込
期
限
】
４
月
20
日(

木)

ま
で 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 

２―

３
１
１
７ 

  

 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
で
は
次
の
通
り

会
計
年
度
任
用
職
員(

パ
ー
ト
タ
イ
ム)

を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

➀
介
護
員(

介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
初
任
者
講
習

修
了
相
当)

２
～
３
名 

【
業
務
内
容
】
介
護
業
務
全
般 

【
勤
務
時
間
】 

午
前
６
時
～
午
後
８
時
15
分
の
間
の
シ
フ
ト
勤

務
ま
た
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
の
間

で
希
望
に
応
じ
て
３
時
間
か
ら
勤
務
可 

【
報
酬
額(

時
給)

】
１
０
９
５
円
～
１
３
１
４
円 

➁
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師 

若
干
名 

【
業
務
内
容
】
介
護
施
設
に
お
け
る
看
護
業
務
お
よ

び
介
護
業
務
の
一
部 

【
勤
務
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
の
間
で
希
望

に
応
じ
て
３
時
間
か
ら
勤
務
可 

【
報
酬
額(

時
給)

】
１
０
８
８
円
～
１
４
９
１
円 

【
応
募
方
法
】 

応
募
先
に
連
絡
後
、
市
販
の
履
歴
書(

顔
写
真
添

付)

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
持
ち
く
だ
さ

い
。(

任
用
の
際
、
免
許
証
、
資
格
証
等
の
写
し
が

必
要
と
な
り
ま
す
。) 

※
詳
細
に
関
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
応
募
・
問
合
せ
先 

 

太
陽
の
郷
採
用
担
当 

 
 
 
 

２―

３
８
８
１ 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

小
笠
原
小
学
校 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

小
笠
原
村
人
事
異
動 
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  (

正
社
員)
父
島
１
名 

【
仕
事
内
容
】 

看
護
師
：
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で

の
看
護
、
介
護
業
務 

【
資
格
】
准
看
護
師
以
上
。 

普
通
自
動
車
免
許(

AT
限
定
可
、
ペ
ー
パ
ー
不
可) 

【
勤
務
時
間
】 

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分(

休
憩
60
分) 

 

②
午
後
４
時
45
分
～
午
前
９
時
15
分(
夜
勤) 

【
休
日
】
週
休
２
日
制 

基
本
土
日
祝
日 

【
給
与
】
経
験
年
数
に
よ
る 

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

明
老
会 

 
 
 

２―

３
９
１
１ 

    
 

    

日
頃
よ
り
、
園
地
の
適
切
な
利
用
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
父
島
・
小
港
園
地(

小
港
海
岸)

の
ト

イ
レ
入
口
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
。
緊
急
時
に

使
用
方
法
を
確
認
の
上
、
ご
使
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
場
合
は
、
小
笠
原
支

庁
土
木
課
自
然
公
園
担
当
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

   

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２―

２
１
６
５ 

     

日
頃
よ
り
、
国
有
林
野
・
園
地
の
適
切
な
利
用
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
歓
送

迎
の
季
節
に
な
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い

る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

園
地
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
場
合
は
、
支
庁
土

木
課
自
然
公
園
担
当
ま
で
届
出
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

(

園
地
内
で
の
直
火
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い)

。 

 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況

等
に
よ
っ
て
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
自
粛
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

 

皆
様
に
園
地
を
快
適
か
つ
安
全
に
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

          

●
問
合
せ
先 

 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
      

２―

２
１
６
５ 

(

園
地
・
歩
道
の
利
用
に
つ
い
て) 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

国
有
林
課
２―
２
１
０
３

(

国
有
林
野
の
保
全
に
つ
い
て) 

  
 
  

  

◎
施
設
開
放 

 

小
笠
原
高
等
学
校
で
は
、
夜
間
及
び
休
校
日
に
次

の
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
使
用
す
る
場
合
は
、

事
前
の
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。 

【
体
育
施
設(

屋
外
施
設)

】
グ
ラ
ウ
ン
ド
、 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

【
体
育
施
設(

屋
内
施
設)

】
体
育
館
、
武
道
場 

【
文
化
施
設
】
音
楽
室 

◎
図
書
館
開
放 

次
の
日
程
で
図
書
室
一
般
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

【
開
放
日
】
毎
週
日
曜
日 
 

【
開
放
時
間
】
午
後
２
時
30
分
～
５
時 

※
た
だ
し
、
学
校
行
事
等
の
た
め
閉
館
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 

 

２―

２
３
４
６ 

     

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振

興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島
し
ょ
振
興

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【
募
集
期
間
】
４
月
14
日(

金)

ま
で 

【
対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上(

村
在
住
者)

で
組
織
さ
れ
、
代
表

者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
等
、

組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円

を
限
度
と
す
る
。 

 

【
事
業
期
間
】 

事
業
開
始
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
総
務
係 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 

２―

３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

    

東
京
都
は
、
八
ツ
瀬
川
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
河
川
整
備
の
計
画
を
定
め
た
「
八
ツ
瀬

川
河
川
整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

次
に
お
い
て
、
計
画
書
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。 

【
閲
覧
場
所
】
東
京
都
建
設
局
河
川
部
・
東
京
都
小

笠
原
支
庁
・
東
京
都
建
設
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://www.kensetsu.metro.tokyo.lg.jp/j

igyo/river/jigyo/kasenseibikeikaku/index

.html 

  

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
建
設
局
河
川
部
計
画
課 

 

０
３―

５
３
２
０―

５
４
１
４ 

     

東
京
都
で
は
、
父
島
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

「
あ
り
の
ま
ま
に
い
の
ち
が
輝
く
、
別
世
界
を
生
き

る
島
」
と
母
島
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
「
み
ん
な

が
『
ら
し
く
』
暮
ら
せ
る
、
母
な
る
島
」
に
基
づ

き
、
島
の
魅
力
を
島
内
外
に
広
げ
、
島
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
取
組
を
今
年
度
も
募
集
し
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】
４
月
17
日(

月)

～
５
月
26
日(

金) 

明
老
会
職
員
募
集 

 
新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
小
港
園
地
ト
イ
レ 

に
設
置
し
ま
し
た 

父
島
園
地
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
利
用 

 

小
笠
原
高
等
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

(

第
１
回) 

 

八
ツ
瀬
川
河
川
整
備
計
画
の
策
定 

に
つ
い
て 

 

あ
な
た
の
取
組
が
父
島
、
母
島
を
ブ
ラ
ン
ド
化
！ 

「
東
京
宝
島
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 
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※
募
集
要
項
等
詳
細
は
、
東
京
宝
島
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
記
載
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド)

か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

  

●
問
合
せ
先 

東
京
都
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

事
業
推
進
担
当 

０
３―
５
３
８
８―

２
４
３
６ 

   

◎
自
転
車
利
用
時
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
努
力
義
務

(

４
月
１
日
か
ら) 

 

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
４
月
１
日

(

土)

か
ら
全
て
の
自
転
車
利
用
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

自
転
車
の
交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
、
多
く
の
方

(

約
70
％)

の
死
亡
原
因
は
、
頭
部
の
損
傷
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

  

あ
な
た
の
た
め
、
大
切
な
ご
家
族
の
た
め
、
み
ん

な
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

     

   

◎
小
笠
原
交
通
少
年
団
員
の
募
集 

 

令
和
５
年
度
の
小
笠
原
交
通
少
年
団
員
を
募
集
い

た
し
ま
す
。 

 

交
通
少
年
団
は
、
活
動
を
通
じ
て
周
囲
の
人
々
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
団
員
自
ら
が
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

た
社
会
人
に
育
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

主
な
活
動
は
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ
ト

カ
ー
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
広
報
の
ほ
か
、
ハ
イ
キ

ン
グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
交
通
少
年
団
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
団
員
は
、
卒
業
時
に
警
視
庁
交
通
部
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
る
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
証
明
書

が
授
与
さ
れ
ま
す
。 

【
申
込
資
格
】 

小
笠
原
小
学
校
在
籍
の
１
年
生
～
６
年
生 

【
申
込
期
間
】 

随
時
募
集 

(

入
団
式
に
つ
い
て
は
５
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。) 

【
申
込
場
所
】
警
視
庁
小
笠
原
警
察
署 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原
警
察
署
少
年
柔
剣
道
部
員
の
募
集 

 

小
学
１
年
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
小
笠
原
警
察
署
で
は
、
毎
週
水
曜
日

に
柔
道
、
木
曜
日
に
剣
道
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

 

新
学
期
に
伴
い
、
練
習
生
を
募
集
し
ま
す
。
最
初

は
、
新
入
生
を
対
象
に
、
基
本
の
練
習
を
す
る
こ
と

か
ら
、
募
集
期
間
は
毎
年
４
月
中
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
１
年
生
に
限
ら
ず
入
部
可
能
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

警
視
庁 

小
笠
原
警
察
署 

  

２―

２
１
１
０ 

    

日
商
簿
記
検
定
を
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
６
月
11
日(

日) 

【
申
込
み
期
間
】 

４
月
24
日(

月)

～
５
月
11
日(

木) 

【
受
験
料
】《
３
級
》
２
８
５
０
円 

《
２
級
》
４
７
２
０
円 

【
試
験
会
場
】 

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

《
母
島
》
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

※
な
お
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン

セ
ル
・
級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
願
い

ま
す
。 

※
定
員
数
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
  

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
    

２―

２
６
６
６ 

  

【
実
施
日
程
】
４
月
19
日(

水) 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
４
月
28
日(

金) 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
予
約
受
付
時
間
】 

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

   
東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

      

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

東
京
都 

生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

       

   

【
日
時
】
４
月
18
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(

求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

  

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は 

固
く
守
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、 

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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◎
令
和
５
年
度 
定
期
予
防
接
種
年
間
予
定
表 

 

日
本
脳
炎(

３
歳
、
４
歳
、
小
学
校
４
年
生)

、 

麻
し
ん
・
風
し
ん(
保
育
園
年
長)

・
二
種
混
合(

小

学
校
６
年
生
相
当)

、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
対

象
者
へ
は
、
日
程
と
予
診
票
を
後
日
個
別
通
知
い
た

し
ま
す
。 

                      

４
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
６
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
６
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
ワ
ク
チ
ン 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 

◎
定
期
予
防
接
種
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

 

４
月
か
ら
次
の
と
お
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
開
始
時

期
や
接
種
回
数
が
変
更
さ
れ
ま
す
。 

①
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
開
始
時
期
が
、
生
後

３
か
月
か
ら
生
後
２
か
月
に
な
り
ま
す
。 

②
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
４
価
ワ
ク
チ

ン(
ガ
ー
ダ
シ
ル)

か
ら
９
価
ワ
ク
チ
ン(

シ
ル
ガ

ー
ド
９)
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
９
価
ワ
ク
チ
ン

は
、
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
よ
り
多
く
の
種
類
の
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

接
種
回
数
が
３
回
か
ら
２
回
に
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
13
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

大
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
18
日(

火) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３―

２
１
１
１ 

   

親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ

ガ
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
日 

時
】
４
月
24
日(

月) 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

対
象
：
お
座
り
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

対
象
：
お
座
り
が
出
来
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

大
会
議
室 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い 

楽
な
服
装 

(

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い) 

【
申
込
み
締
切
】
４
月
20
日(

木) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
      

２―

３
９
３
９ 

     

30
歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
、
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行

い
た
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。 

※
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
を
内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も

の
で
す
。
11
月
下
旬
に
実
施
予
定
の
「
小
笠
原

村
健
康
診
断
」
に
お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

(

検
診
内
容
は
同
じ)
・
乳
が
ん
検
診(

超
音
波
検

査
及
び
視
触
診
を
実
施)
を
受
診
す
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。 

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
１
人
様
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き 

ま
す
。 

※
が
ん
検
診
の
無
料
受
診
は
、
年
度
内
お
１
人
に
つ

き
１
回
で
す
。 

 

【
発
行
対
象
者
】 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】 

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
用(

内
診
、
細
胞
診
及
び
エ
コ
ー) 

○
乳
が
ん
検
診
用(

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
及
び
視
触
診) 

 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

医
療
法
人
社
団 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

千
代
田
区
神
田
神
保
町
１
ー
１
０
５(

神
保
町
駅
前) 

【
受
診
で
き
る
期
間
】 

 

４
月
３
日(

月)

～
令
和
６
年
３
月
29
日 

※
土
・
日
・
祭
日
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

 

【
申
込
み
先
】 

 

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課
住
民
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
申
込
み
期
間
】  

４
月
３
日(

月)

～
令
和
６
年
２
月
28
日 

 

な
お
４
月
１
日
現
在
で
、
次
の
年
齢
で
住
民
登
録

を
し
て
い
る
方
に
は
、
国
が
定
め
る
本
事
業
の
対
象

者
と
し
て
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
い
た
し
ま

す
。 

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者 …

20
歳 

○
乳
が
ん
検
診
対
象
者    

…

40
歳  

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係   

２―

３
１
１
３ 

 
 
 

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

育
児
学
級(

親
子
ヨ
ガ
教
室
・
父
島) 

定
期
予
防
接
種 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券 

の
発
行
に
つ
い
て 

 

種類 
・Hib・肺炎球菌・B 型肝炎・四種混合・BCG・麻しん風しん混合・水痘 

・ロタウイルス・日本脳炎（母島のみ）・子宮頸がん（母島のみ） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

日 
6 

(木) 

11 

(木) 

8 

(木) 

6 

(木) 

3 

(木) 

7 

(木) 

5 

(木) 

2 

(木) 

7 

(木) 

4 

(木) 

1 

(木) 

7 

(木) 

 受付時間 接種場所 

父島 午後 2 時 30 分～4 時 小笠原村診療所 

母島 午後 3 時 30 分～4 時 母島診療所 

 

 
  

種類 ・日本脳炎・子宮頸がん（父島のみ） 

月 
4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10

月 

11

月 

12

月 

1 

月 

2 

月 

3 

月 

日 
27 

(木) 

25 

(木) 

22 

(木) 

27 

(木) 

24 

(木) 

28 

(木) 

26 

(木) 

16 

(木) 

28 

(木) 

25 

(木) 

22 

(木) 

28 

(木) 

 受付時間 接種場所 

父島 午後 3 時 45 分～4 時 45 分 小笠原村診療所 

※母島は第一木曜日に実施します 
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い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
３
を
開
講
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
日
程
】
火
・
木
曜
日(

祝
祭
日
は
除
く) 

※
初
回
参
加
の
方
は
、
簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。 

 

《
父
島
》 

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

(

場
所
の
変
更
有) 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み

物
、
上
履
き
、 

【
内
容
】 

筋
力
の
維
持
増
進
、
関
節
可
動
域
の
維
持
、
身
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い
方
や
運
動

習
慣
を
身
に
付
け
た
い
方
向
け
の
内
容
で
す
。
ス
ポ

ー
ツ
吹
矢
や
ボ
ッ
チ
ャ
等
、
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

【
申
込
み
先
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口 

●
問
合
せ
先 

社
協
父
島
事
務
局 

２―

２
４
８
６ 

 

《
母
島
》 

【
時
間
】
午
後
２
時
～
３
時
30
分
頃 

【
場
所
】
母
島
支
所 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み 

 
 
 

物 

【
内
容
】 

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
吹
き
矢
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
を
介
し
た
基
礎
体
力
づ
く
り
、
カ
ン
フ

ー
等
を
利
用
し
た
簡
単
な
身
体
機
能
訓
練
、
東
洋
医

学
を
応
用
し
た
身
体
の
自
己
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
な

ど
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。 

【
申
込
み
先
】
母
島
社
協
事
務
局(

村
民
会
館
２
Ｆ) 

 

●
問
合
せ
先 

社
協
母
島
事
務
局  

３-

２
１
８
８ 

      

小
笠
原
村
診
療
所
・
母
島
診
療
所
及
び
有
料
老
人

ホ
ー
ム
『
太
陽
の
郷
』
で
は
、
感
染
症
対
策
の
た

め
、
来
院
時
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

    
４
月
１
日(

土)

か
ら
健
康
保
険
証
に
加
え
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

窓
口
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
か
ざ
す
と
自
動
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム
に
連
携
さ
れ
ま
す
。
情
報
の
連
携
を
希
望

さ
れ
な
い
方
は
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
さ
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
せ
ず
に
届
出
し
た
場
合
、
加
入
保
険

情
報
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
一
度
全

額
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
加
入
保
険
者
へ
届
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

※
マ
ル
乳
、
マ
ル
子
等
の
医
療
券
を
お
持
ち
の
方

は
、
現
状
ど
お
り
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

 
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

 

０
１
２
０―

９
５―

０
１
７
８ 

  

   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
全
て

予
約
制
と
し
ま
す
。 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
４
月
26
日(

水)

～
４
月
30
日(

日) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：４
月
26
日
午
前
中(

学
校
健
診)

・
29
日
は
休
診

で
す] 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
４
月
23
日(

日)

・
24
日(

月) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：４
月
24
日
午
前
中(

学
校
健
診)

は
休
診
で
す] 

※
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
眼
鏡
処
方
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
使
用
中
の
眼
鏡

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
検
査
に
必
要
な
場
合
、
瞳
孔
を
開
く
目
薬
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
バ
イ
ク
・
車
の
運
転
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

  

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
４
月
18
日(

火)

～
24
日(

月) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
４
月
19･

22
・
23
日
は
休
診
で
す] 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
４
月
16
日(

日) 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

【
予
約
受
付
】 

平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時
30
分
～
５
時

の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
全
て
予
約
制
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

《
休
診
日
》
４
月
30
日(

日)

～
５
月
10
日(

水) 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

    

◎
さ
る
び
あ
丸
の
運
賃
に
つ
い
て(

訂
正) 

村
民
だ
よ
り
３
月
号
で
さ
る
び
あ
丸
の
運
賃
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

※
お
が
さ
わ
ら
丸
換
算
２
等
寝
台
相
当
と
２
等
和
室

相
当
の
運
賃
が
逆
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

              

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
３ 

 

眼
科
専
門
診
療 

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

母
島
診
療
所(

歯
科)

の
休
診 

マ
ス
ク
着
用
の
お
願
い 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る 

健
康
保
険
証
利
用
を
始
め
ま
し
た 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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４
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                                 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

   

２―

２
１
１
１ 

◎
父
島
一
泊
便
の
東
京
向
け
貨
物
等
の
受
付 

４
月
～
６
月
父
島
一
泊
便
の
貨
物
関
係
の
受
付
は

次
の
と
お
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
出
港
前
日

(

入
港
日)

午
後
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

                

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

    

２―

２
１
１
１ 

  

な
お
、
５
月
16
日(

火)
東
京
発
父
島
行
き
の
代

船
さ
る
び
あ
丸
で
は
積
載
コ
ン
テ
ナ
数
が
限
ら
れ
る

た
め
、
生
鮮
食
料
品
及
び
郵
便
物
、
宅
配
便
を
中
心

に
輸
送
い
た
し
ま
す
。
一
般
貨
物
に
つ
い
て
は
一
部

の
荷
物
は
積
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。 

 

島
民
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

貨
物
部 

 

０
３―

３
４
５
５―

０
４
６
１ 

 

 

    

   

東
京
都
と
小
笠
原
村
で
は
、
南
島
及
び
石
門
の
適

正
な
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
14

年
度
に
「
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
等
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
、
平
成
15
年
度
か
ら
ル
ー
ル
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。 

ル
ー
ル
設
定
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
、
施
行

開
始
か
ら
現
在
に
至
る
経
緯
と
現
状
を
踏
ま
え
、

「
小
笠
原
諸
島
自
然
環
境
保
全
促
進
地
域
の
適
正
な

利
用
の
ル
ー
ル
等
検
討
協
議
会
」
に
お
い
て
、
個
別

ル
ー
ル
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
小
笠
原
村
観
光
協

会
、
小
笠
原
母
島
観
光
協
会
、
母
島
自
然
ガ
イ
ド
運

営
協
議
会
な
ど
関
係
団
体
等
に
意
見
照
会
等
を
行

い
、
次
の
改
正
内
容
で
協
議
会
に
お
い
て
合
意
を
得

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
東
京
都
と
小
笠
原
村
の
間

で
「
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
等
に
関
す
る
協
定
書
」

の
改
定
を
行
い
ま
す
。 

 

【
現
行
の
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル(

個
別
ル
ー
ル)

】 

                  

【
見
直
し
後
の
個
別
ル
ー
ル
に
つ
い
て
】 

《
南
島
》 

 

南
島
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結

果
、
現
在
植
生
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
状
況
に
至
っ
た
の
は
、
利
用
経
路
を

定
め
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
こ
と
と
植
生
回
復
事
業

(

赤
土
流
失
防
止
、
外
来
種
駆
除)

や
利
用
経
路
へ
の

転
石
設
置
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
に
よ
る
相
乗
効
果
に

よ
る
も
の
で
す
。 

 

そ
の
た
め
個
別
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
１
日
１
０

０
人
の
入
島
制
限(

す
で
に
運
用
上
は
制
限
な
し)

、

植
生
回
復
を
目
的
と
し
た
入
島
禁
止
期
間
の
設
定

(

利
用
経
路
を
設
定
し
た
こ
と
に
よ
り
植
生
へ
の
影

響
は
回
避
さ
れ
て
い
る)

、
２
時
間
以
内
の
利
用
制

限(

実
態
と
し
て
ほ
と
ん
ど
超
え
る
こ
と
は
な
く
、

長
時
間
い
て
も
利
用
で
き
る
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
い

る)

は
廃
止
し
ま
す
。 

 

一
方
で
利
用
経
路
の
設
定
、
ガ
イ
ド
１
人
に
つ
き

15
人
ま
で
の
利
用
者
数
は
継
続
し
ま
す
。 

な
お
、
今
後
大
き
な
利
用
増
と
な
る
要
因
な
ど
が

発
生
し
た
と
き
は
、
予
防
的
措
置
と
し
て
利
用
に
か

か
る
制
限
を
検
討
し
ま
す
。 

ま
た
必
要
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
上
陸
地
点
等
の
安

全
対
策
な
ど
は
、
都
と
村
と
で
協
議
し
な
が
ら
続
け

て
い
き
ま
す
。 

○
利
用
経
路
以
外
立
入
禁
止 

  
 
 

ル
ー
ル
継
続  

○
最
大
利
用
時
間(

２
時
間) 

 
   

ル
ー
ル
廃
止  

○
１
日
あ
た
り
の
最
大
利
用
者
数(

１
０
０
人)     

                            
 

ル
ー
ル
廃
止  

○
制
限
事
項 

年
３
か
月
間
の
入
島
禁
止       

                             

ル
ー
ル
廃
止  

○
ガ
イ
ド
１
人
が
担
当
す
る
利
用
者
の
人
数
の 

上
限(

15
人) 

 
 
 
 
 
  
 

ル
ー
ル
継
続  

 

《
石
門
》 

 

石
門
に
つ
い
て
は
、
利
用
面
及
び
保
全
面
で
大
き

な
課
題
は
な
い
た
め
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,680 等級 大人 小人

57,670 49,340 28,840 (+1,752) 4,900 2,450

(+8,170) (+6,990) (+4,090) 16,459 (+950) (+470)

41,650 33,320 20,830 (+1,631) 5,880 2,940

(+5,900) (+4,720) (+2,950) 15,140 (+1,140) (+570)

31,380 25,110 15,690 (+1,500) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+4,450) (+3,560) (+2,220) 1,772

27,540 22,040 13,770 (+176)

(+3,900) (+3,120) (+1,950) 1,319 9,665

等級 村民 村民小人 身障者 (+131) (+1,217)

45,180 22,590 28,840 9,060

(+6,400) (+3,200) (+4,090) (+1,140)

29,160 14,580 20,830 8,456

(+4,130) (+2,060) (+2,950) (+1,064)

21,970 10,990 15,690 968

(+3,110) (+1,560) (+2,220) (+122)

19,280 9,640 13,770 730

(+2,730) (+1,360) (+1,950) (+92)

4月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

9:00 9:00 8:30 9:00

～ ～ ～ ～

11:00 11:00 9:30 11:30

13:00

～

14:00

午

後

※冷凍品の受付はありません。

（一般貨物・宅急便・手小荷物とも）

5/18(木)父島発

（午前10時30分発さるびあ丸）

出港日
出港前日

※

受

付

な

し

※コンテナに入る大きさの物のみ。

（幅280㎝、奥行180㎝、高さ200㎝）

※車両は自転車および125㏄以下の

　二輪バイクのみ。

（入港日）

手

小

荷

物

(

合

札

)

の

み

一

般

貨

物

宅

急

便

午

前

4/30(日)、5/11(木)、6/1(木)父島発

（午後3時00分発おがさわら丸）

出港日
出港前日

（入港日）

※出港前日の受付は午前11:00までとなり

　ますのでご注意ください。

宅

急

便

の

み

一

般

貨

物

宅

急

便

午

前

手

小

荷

物

(

合

札

)

の

み

※

受

付

な

し

午

後

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,680 等級 大人 小人

57,670 49,340 28,840 (+1,752) 4,900 2,450

(+8,170) (+6,990) (+4,090) 16,459 (+950) (+470)

41,650 33,320 20,830 (+1,631) 5,880 2,940

(+5,900) (+4,720) (+2,950) 15,140 (+1,140) (+570)

31,380 25,110 15,690 (+1,500) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+4,450) (+3,560) (+2,220) 1,772

27,540 22,040 13,770 (+176)

(+3,900) (+3,120) (+1,950) 1,319 9,665

等級 村民 村民小人 身障者 (+131) (+1,217)

45,180 22,590 28,840 9,060

(+6,400) (+3,200) (+4,090) (+1,140)

29,160 14,580 20,830 8,456

(+4,130) (+2,060) (+2,950) (+1,064)

21,970 10,990 15,690 968

(+3,110) (+1,560) (+2,220) (+122)

19,280 9,640 13,770 730

(+2,730) (+1,360) (+1,950) (+92)

4月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(
3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

南
島
及
び
石
門
に
お
け
る
「
適
正
な
利
用
の

ル
ー
ル
」
の
見
直
し
に
つ
い
て 
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●
問
合
せ
先 

 
東
京
都
環
境
局
自
然
環
境
部
緑
環
境
課
島
し
ょ 

自
然
環
境
担
当 

 

０
３―

５
３
８
８―

３
５
０
８ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

 
 
 
 
    

産
業
観
光
課 

    

２―

３
１
１
４ 

    

狂
犬
病
の
発
生
・
拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
に

は
、
犬
の
飼
い
主
が
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
登
録
と

予
防
注
射
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の
こ

と
が
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

〇
現
在
居
住
し
て
い
る
地
域
の
市
区
町
村
に
飼
い
犬

を
登
録
し
、
鑑
札(

ま
た
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ)

を

装
着
す
る
こ
と
。 

〇
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
、
注
射
済
票
を
装
着
す
る
こ
と
。 

新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
方
や
愛
犬
と
と
も
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
村
役
場
で
登
録
も
し
く
は
所
在
地

変
更
の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。 

令
和
５
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
は
、
次
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
３
月
上

旬
に
送
付
し
た
「
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
お
知
ら

せ
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】 

・
父
島 

４
月
13
日(

木)

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

・
母
島 

４
月
14
日(

金)

午
前
10
時
～
正
午 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
，
７
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
，
７
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
自
然
環
境
係 

 
  

２―

２
２
７
０ 

    

人
と
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
の
共
存
を
目
指
し
て

「
小
笠
原
村
愛
玩
動
物
の
適
正
な
飼
養
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例(

ペ
ッ
ト
条
例)

」
で
は
、
次
の
４
つ
の

ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。 

①
正
し
く
飼
っ
て
、
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。 

②
ペ
ッ
ト
を
登
録
し
よ
う
。 

③
ペ
ッ
ト
を
持
ち
込
む
と
き
、
申
請
し
よ
う
。 

④
持
ち
込
め
る
種
類
を
確
認
し
よ
う
。 

(

③
と
④
は
現
在
検
討
中
の
た
め
、
ル
ー
ル
①
、
②

を
経
て
段
階
的
に
ス
タ
ー
ト
予
定) 

  

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
転
入
さ
れ
た
方
や
新
し
く
ペ
ッ

ト
を
飼
い
始
め
た
方
は
、
環
境
課
窓
口
で
ペ
ッ
ト
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ペ
ッ
ト
条
例
に
基

づ
き
、
ペ
ッ
ト
を
登
録
さ
れ
て
い
る
方
向
け
に
「
ペ

ッ
ト
の
飼
養
状
況
の
報
告
の
お
願
い
」
を
３
月
初
旬

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
回
答
が
ま
だ
の
方
は
、
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
  

環
境
課
自
然
環
境
係 

    
 

２―

２
２
７
０ 

    

◎
動
物
対
処
室
の
電
話
番
号
の
変
更 

 

４
月
３
日(

月)

か
ら
、
動
物
対
処
室
の
電
話
番
号

が
変
わ
り
ま
す
。 

【
動
物
対
処
室
の
電
話
番
号
】 

(

新)

０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

(

旧)

０
７
０-

１
０
５
４-

３
４
６
７ 

皆
様
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
動
物
対
処
室(

父
島)

の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相

談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
ペ
ッ

ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。 

【
診
療
日
程
】 

○
４
月
27
日(

木) 

 
 

午
前
11
時
～
正
午
／
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

○
４
月
28
日(

金) 

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【
予
約
申
込
】
４
月
21
日(

金)

ま
で 

【
場 

 

所
】 

ご
自
宅
へ
の
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。 

診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

動
物
対
処
室 

０
９
０―

１
６
９
２―

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 

２―

２
２
７
０ 

     

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講

し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
講
習
資
料
の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講

習
申
込
み
締
切
日
ま
で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。 

１ 

村
民
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル
ー

ト
を
利
用
さ
れ
る
方(

村
民
レ
ク
簡
易
講
習) 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２ 

調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方(

調
査
研
究
簡
易
講
習) 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の
各
自

受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
有

効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

※
１
、
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

【
締
切
日
】
４
月
21
日(

金) 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー    

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３ 

     

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
指
定
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
設
定
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
現
在
、
そ
の
評
価
及
び
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
般
、
次
の
指
定
ル
ー
ト
に
つ
い

て
、
評
価
を
終
了
し
、
地
元
関
係
者
の
ご
意
見
を
踏

ま
え
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
部
会
に

お
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

 

傘
山
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
都
道
を
挟
ん
で
海
側
の

踏
み
分
け
道
を
ル
ー
ト
に
追
加
。 

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
犬
の
登
録 

ペ
ッ
ト
の
登
録
と
飼
養
状
況
報
告
の
お
願
い 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易

講
習
会
に
つ
い
て(

父
島
・
母
島) 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
指
定
ル
ー

ト
の
一
部
変
更
に
つ
い
て(

父
島
・
母
島) 
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【
母
島
】 

 
鍋
弦
山
ル
ー
ト
を
廃
止
し
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
上
部
の

農
業
用
水
タ
ン
ク
側
の
パ
イ
ラ
イ
ン
管
理
道
よ
り
ア

ク
セ
ス
す
る
踏
み
分
け
道
を
南
嵜
芝
原
ル
ー
ト
と
し

て
付
け
替
え
。 

 

な
お
、
石
門
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
堺
ヶ
岳
山
頂
ま

で
が
指
定
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
確
認
。 

 

あ
わ
せ
て
、
指
定
ル
ー
ト
位
置
図(

母
島
・
父
島)

を
修
正
し
ま
し
た
の
で
、
入
林
パ
ス
を
お
持
ち
の
方

は
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
位
置
図
を
配
布
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

    

春
は
陸
鳥
の
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
で
す
！ 

 

う
ま
く
飛
べ
ず
に
弱
々
し
く
歩
い
て
い
る
ヒ
ナ
を

見
か
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
い
て
い
近
く
に

親
鳥
が
い
ま
す
。
巣
立
ち
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
親

鳥
と
一
緒
に
行
動
し
、
餌
の
と
り
方
や
敵
か
ら
の
身

の
守
り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
る
の
で
す
。 

 

子
育
て
の
邪
魔
を
し
な
い
た
め
に
も
、
ヒ
ナ
を
連

れ
て
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
か
わ
い
そ
う
だ
と
思

い
保
護
し
て
し
ま
う
と
親
鳥
の
元
に
返
せ
ず
、
野
生

の
世
界
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路
で

見
か
け
た
と
き
は
近
く
の
木
の
上
な
ど
安
全
な
場
所

に
移
し
、
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
だ
羽
毛
が
生
え
そ
ろ
っ
て
い
な
い
ヒ
ナ
が
地
面

に
い
た
ら
、
近
く
の
巣
に
戻
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

近
く
に
巣
が
見
当
た
ら
な
い
場
合
な
ど
は
、
次
の
連

絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先  

 
(

父
島)

Ｉ
Ｂ
Ｏ
鳥
獣
レ
ス
キ
ュ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
８
０-

２
０
３
５-

８
０
７
８ 

 
(

母
島)

東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
推
進
員 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
８
０-

８
４
９
７-

３
７
６
４ 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

        

２―

２
１
２
５ 

 

   

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と

い
う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
大

き
な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に

わ
た
る
根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和

60
年
以
降
、
30
年
余
り
再
侵
入
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
。 

 

最
近
の
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
、

昨
年
は
沖
縄
県
及
び
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ

プ
へ
の
誘
殺
が
確
認
さ
れ
、
現
在
定
着
を
阻
止
す
る

た
め
の
防
除
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
過
去
に
は
、
平
成
27
年
に
鹿
児
島
県
奄

美
大
島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
、
寄
主
果
実

の
地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
、
約
１
８
０
０
ト

ン
の
果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発

生
地
域(

東
南
ア
ジ
ア
等)

か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ

り
再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総

合
事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵

入
警
戒
調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

 

島
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制

度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】 

 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で

も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島

に
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場
合

は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

【
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主

植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
等
の
植
物
の

持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
や
土
壌
サ
ン

プ
ル
を
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、

植
物
防
疫
官
又
は
植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、 

害

虫
や
そ
の
卵
の
付
着
が
な
い
こ
と
の
確
認
を
事
前
に

受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
引
越
し
・
処
分
・
販
売
等
の
た
め
屋
外
に

置
か
れ
た
車
両
・
家
具
・
資
材
等
を
内
地
へ
搬
出
す

る
際
に
は
、
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の
付
着
が
無
い

か
、
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《
植
物
》
ア
サ
ガ
オ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ

(

空
心
菜)

、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
等
の

生
茎
葉
及
び
地
下
部 

【
根
付
き
植
物
等
の
確
認
実
施
場
所
】 

《
宅
配
便
・
貨
物
等
》 

小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務
課 

(

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分) 

《
手
荷
物
・
携
帯
品
》 

二
見
港
船
客
待
合
所 

(

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～) 

 

※
母
島
で
は
小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合

母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員
が
確
認
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

業
務
課 

 

２―

２
１
０
２ 

    

世
界
自
然
遺
産 

小
笠
原
諸
島
の
現
状
や
取
組
状

況
を
村
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
す
る
た
め
、「
小
笠
原

諸
島
世
界
自
然
遺
産
に
関
す
る
基
礎
資
料
集 

令
和

４
年
度
版
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
月
の
上
旬
に
冊

子
を
全
戸
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
手
に

と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
資
料
集
の
概
要
】 

①
小
笠
原
諸
島
の
社
会
的
状
況(

生
活
、
産
業) 

 
  …

小
笠
原
村
の
人
口
や
来
島
者
数
、
遺
産
関
連

施
設
の
利
用
状
況 

②
小
笠
原
諸
島
の
生
物
多
様
性
の
保
全
対
策
の
進
展 

 
  …

今
年
度
、
特
に
環
境
省
・
林
野
庁
・
東
京

都
・
小
笠
原
村
等
の
行
政
機
関
が
実
施
し

た
遺
産
関
連
事
業
の
実
施
状
況 

③
世
界
遺
産
に
関
す
る
基
礎
資
料 

 
  …

世
界
遺
産
の
し
く
み
等
に
関
す
る
基
本
的
な

情
報 

過
去
の
基
礎
資
料
集
に
つ
い
て
は
小
笠
原
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://ogasawara-info.jp/ 

  
 
 

●
発
行
元
・
問
合
せ
先 

(

世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
事
務
局) 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

 
 
 
 

母
島
自
然
保
護
官
事
務
所
３―

２
５
７
７ 

林
野
庁 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 
 

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

小
笠
原
村 

環
境
課 

 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

   
 【

開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

夜
間
開
館
日
：
～
午
後
９
時) 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ヒ
ナ
を
連
れ
て
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い 

植
物
防
疫
制
度
へ
ご
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す 

「
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
に
関
す

る
基
礎
資
料
集
」
の
配
布
に
つ
い
て 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 



  NO．753  令和 5（2023）年 4月 1 日（土）                           編集・発行  小笠原村総務課 

 

-15- 

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◎
特
別
展 

○
「
ザ 
小
笠
原
の
イ
ル
カ
」
展 

～
あ
の
こ
ど
ん
な
こ
、
き
に
な
る
こ  

４
月
29
日(
土)

開
催
予
定 

 

小
笠
原
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ル
カ
の
個
体
識
別
調

査
や
生
態
な
ど
を
紹
介
し
、
海
で
イ
ル
カ
に
出
会
っ

た
時
に
さ
ら
に
楽
し
く
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
展

示
で
す
。 

○
「
知
っ
て
楽
し
い 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
」
展  

～
ま
た
会
え
る
か
な…

ま
た
会
い
た
い
な
。 

開
催
中 

 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
実
物
大
イ
ラ
ス
ト
の
展
示
と
、

そ
の
生
態
や
最
新
情
報
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

◎
講
演
会 

【
タ
イ
ト
ル
】「
ア
ホ
ウ
ド
リ
報
告
会
」 

～
小
笠
原
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
、 

ク
ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド

リ
、
コ
ア
ホ
ウ
ド
リ 

【
日
時
】
４
月
29
日(

土)

午
後
７
時
～ 

【
演
者
】
油
田 

照
秋 

(

山
階
鳥
類
鳥
類
研
究
所 

研
究
員) 

【
場
所
】
新
館
ホ
ー
ル 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

【
協
力
】
公
益
財
団
法
人 

東
京
都
公
園
協
会
、 

公
益
財
団
法
人 

山
階
鳥
類
研
究
所 

※
ネ
ッ
ト
配
信
の
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

    

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
／
自
主
ル
ー
ル
遵
守

の
お
願
い
」 

  

出
会
い
と
別
れ
の
季
節
の
春
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
た

ち
に
と
っ
て
も
、
そ
ろ
そ
ろ
北
の
海
を
目
指
し
て
小

笠
原
を
旅
立
つ
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｏ
Ｗ
Ａ

で
は
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け
て
、
ウ

ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝
30
分
間

の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
定
点
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
引
き
続
き
こ
こ

ま
で
の
途
中
経
過
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。 

                      

先
に
示
し
た
グ
ラ
フ
は
、
定
点
観
測
で
の
平
均
発

見
頭
数
を
半
月
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
こ

ま
で
の
結
果
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
シ
ー
ズ
ン
開

始
か
ら
２
月
後
半
ま
で
は
順
調
に
発
見
数
が
増
え
て

い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
来
遊
ピ
ー
ク

と
な
っ
た
２
月
後
半
は
平
均
27
頭
ほ
ど
の
発
見
が

あ
り
、
過
去
２
シ
ー
ズ
ン
と
比
較
し
て
、
よ
り
多
く

の
発
見
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
３
月
に
入
る
と
、
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
も
折
り
返
し
を
迎
え
る
頃
と

な
り
ま
し
た
が
、
３
月
前
半
は
２
月
後
半
よ
り
若
干

少
な
い
程
度
の
発
見
数
で
あ
り
、
引
き
続
き
た
く
さ

ん
の
ク
ジ
ラ
が
観
測
で
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。 

 

４
月
に
な
り
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
数
が
減
っ
て
く

る
頃
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
う
し
ば
ら
く
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
シ
ー
ズ
ン
は
続
き
ま
す
。
新
年
度
か
ら
新
し
く

小
笠
原
に
移
住
さ
れ
た
皆
さ
ま
も
、
ぜ
ひ
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
父
島
の
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

展
望
台
や
母
島
の
鮫
ヶ
崎
展
望
台
か
ら
の
陸
上
ホ
エ

ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
お
す
す
め
で
す
。 

 【
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願
い
】 

 

毎
年
５
月
ま
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時
期

と
な
り
ま
す
。
ボ
ー
ト
や
カ
ヤ
ッ
ク
等
で
の
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
あ
た
り
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル

ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状

態
と
し
、
進
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の

行
動
を
と
る
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

 
 
 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
263 

 ―
小
さ
な
爪
は
何
の
た
め
？―

 

  

本
格
的
な
春
の
訪
れ
、
４
月
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
小
笠
原
の
島
々
周
辺
に
は
日
本
の
沿
岸
か
ら
や

っ
て
き
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
が
集
ま
り
出
し
、
交

尾
を
す
る
様
子
が
海
中
や
海
上
で
見
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
す
。 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
交
尾
は
、
メ
ス
の
上
に
オ
ス
が

覆
い
被
さ
り
、
甲
羅
に
掴
ま
る
よ
う
な
形
で
行
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
の
手
は
オ
ー
ル
状

で
、
人
間
の
よ
う
に
物
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
一
体
オ
ス
は
ど
う
や
っ
て
メ
ス
に
掴
ま
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
手
足
を
よ
く
見
て

み
る
と
、
一
本
ず
つ
爪
が
生
え
て
い
ま
す(

種
に
よ

っ
て
は
２
本)

。
そ
し
て
、
オ
ス
は
メ
ス
よ
り
も
爪

が
太
く
、
曲
が
る
よ
う
に
発
達
し
ま
す
。
こ
れ
を
フ

ッ
ク
の
よ
う
に
し
て
メ
ス
の
甲
羅
に
引
っ
掛
け
る
こ

と
で
、
泳
が
れ
て
も
振
り
落
と
さ
れ
る
こ
と
な
く
交

尾
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 

こ
の
他
、
生
ま
れ
て
き
た
子
ガ
メ
が
海
へ
向
か
う

時
、
目
の
前
に
岩
な
ど
の
障
壁
が
あ
る
と
爪
を
ひ
っ

か
け
て
登
る
な
ど
し
ま
す
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
と
っ

て
、
爪
の
用
途
は
極
め
て
少
な
い
で
す
。
ヌ
マ
ガ
メ

や
リ
ク
ガ
メ
の
よ
う
な
他
の
カ
メ
の
仲
間
は
、
陸
を

歩
く
、
食
べ
物
を
千
切
る
な
ど
の
様
々
な
目
的
で
爪

を
大
き
く
発
達
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
海
で
泳
ぐ
こ

と
に
重
き
を
置
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
爪
は
小
さ
く
な
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
動
物
の
体
は
よ
く
観
察
し
て
み
る

と
、
そ
の
環
境
に
適
応
し
た
体
つ
き
を
し
て
い
ま

す
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
訪
れ
た
際
は
飼
育
さ
れ
て
い

る
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
を
観
察
し
、
ど
ん
な
体
の
作
り
な

の
か
、
そ
れ
を
ど
ん
な
風
に
使
う
の
か
な
ど
を
じ
っ

く
り
と
見
て
み
る
と
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
新

し
い
発
見
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。 

          ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ
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ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２―

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

  

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄
島

で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の
皆

さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の
書

誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

硫
黄
島
編(

７) 

─
─

そ
こ
に
皮
膚
病
を
治
す
の
で
行
っ
て
た
ん
だ
。 

 

地
熱
が
、
湧
い
て
き
て
い
た
ん
だ
よ
。
硫
黄
か

な
、
温
泉
み
た
い
な
も
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
、
法
子

［
＝
フ
サ
子
さ
ん
の
妹
］
ず
っ
と
通
っ
て
た
ん
だ

よ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
［
＝
フ
サ
子
さ
ん
の
母
］
と
。

昔
は
、
裸
足
で
遊
ぶ
の
も
多
か
っ
た
け
ど
、「
タ
コ

っ
ぱ
草
履
」
っ
て
言
っ
て
。
今
、
タ
コ
ノ
キ
が
あ
る

で
し
ょ
う
？ 

あ
れ
と
違
う
［
種
類
の
］
タ
コ
ノ
キ

が
あ
っ
た
の
。
そ
れ
用
の
タ
コ
ノ
キ
。
そ
の
葉
っ
ぱ

で
草
履
を
作
っ
て
、
鼻
緒
も
ち
ゃ
ん
と
つ
け
て
。 

─
─

な
ん
か
、
作
る
の
が
う
ま
い
人
が
い
た
っ
て
言

っ
て
た
よ
ね
。 

 

う
ち
の
方
で
、
Ｍ
さ
ん
っ
て
う
ち
が
あ
っ
て
、
そ

こ
の
「
お
ふ
く
お
ば
さ
ん
」
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
作
っ
て
く
れ
た
の
。
タ
コ
っ
ぱ
草
履
。 

─
─

そ
れ
を
買
う
の
？ 

 

タ
ダ
だ
よ
！
だ
っ
て
、
タ
コ
の
葉
は
［
タ
ダ
］。

う
ち
に
も
あ
っ
た
よ
。
遠
山
海
岸
行
く
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。
そ
れ
を
取
っ
て
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
、
干
し

て
渡
し
て
作
っ
て
も
ら
う
。 

─
─

そ
れ
履
い
て
木
登
り
し
た
り
し
て
た
の
？ 

 

履
か
な
い
よ
、
裸
足
。
う
ん
。 

─
─

服
も
ワ
ン
ピ
ー
ス
だ
っ
た
っ
て
言
っ
て
た
よ

ね
。
ワ
ン
ピ
ー
ス
で
木
登
り
も
し
て
た
の
？ 

 

ワ
ン
ピ
ー
ス
だ
よ
ね
。［
兄
２
人
と
］
３
人
で
遊

ん
だ
記
憶
は
あ
る
。
下
の
子
と
遊
ん
だ
記
憶
は
な
い

ん
だ
よ
。
た
だ
ね
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
お
酒
に
す
る
キ

ビ
と
か
、
甘
く
て
太
く
て
、
お
い
し
い
キ
ビ
と
か
、

皮
を
む
い
て
、
か
じ
る
の
。
そ
う
い
う
の
お
兄
さ
ん

が
さ
、
硫
黄
島
産
業
株
式
会
社
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑

が
、
う
ち
の
す
ぐ
向
こ
う
側
に
あ
る
の
、
そ
こ
か
ら

取
っ
て
き
て
、
よ
く
か
じ
っ
た
り
。
藤
五
郎
［
＝
フ

サ
子
さ
ん
の
弟
］
が
小
さ
い
時
、
一
番
上
の
お
兄
さ

ん
［
＝
鬼
和
男
］
が
背
負
っ
て
て
。
赤
ち
ゃ
ん
の

時
、
覚
え
て
る
の
。
３
人
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
か
じ
っ

て
た
の
、
タ
マ
ナ
の
木
の
下
で
。
藤
五
郎
が
［
サ
ト

ウ
キ
ビ
を
］「
切
っ
て
」
っ
て
お
ぶ
っ
て
た
お
兄
さ

ん
に
言
っ
て
、［
藤
五
郎
の
］
ヒ
ト
フ
シ
指
を
切
っ

て
し
ま
っ
て
、
う
ち
の
お
父
さ
ん
が
急
い
で
指
を
押

さ
え
て
。 

─
─

人
差
し
指
の
こ
と
？ 

 
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
持
っ
て
「
切
っ
て
」
っ
て
お
兄
さ

ん
に
言
っ
た
み
た
い
。
そ
の
時
、
指
も
一
緒
に
切
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。
元
山
に
、
病
院
が
ひ
と
つ
し
か

な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
こ
に
連
れ
て
行
っ
た
ん
だ

け
ど
、
付
か
な
か
っ
た
か
ら
、
切
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
し

い
。 

─
─

な
か
っ
た
ん
だ
、
先
っ
ぽ…

…
 

(

川
島
恒
夫)

な
か
っ
た
よ
な
。 

 

う
ち
の
お
兄
さ
ん
［
＝
鬼
和
男
］
は
す
ご
く
、
気

に
し
て
た
よ
。
自
分
が
お
ぶ
っ
て
た
か
ら
ね
。 

─
─

前
に
、
タ
ピ
オ
カ
が
あ
っ
た
っ
て
言
っ
て
た
よ

ね
？ 

 

武
将
豆
？ 

─
─

豆
じ
ゃ
な
く
て
、
で
ん
ぷ
ん
の
塊
み
た
い
な…

…
 

 

あ
れ
は
、
南
洋
さ
つ
ま
い
も
じ
ゃ
な
い
の
？ 

木

だ
よ
。
木
の
根
元
か
ら
取
れ
る
ん
だ
よ
。
木
に
な
る

ん
だ
よ
。
そ
れ
を
取
っ
て
、
芋
み
た
い
な
の
、
そ
れ

を
取
っ
て
洗
っ
て
、
乾
燥
さ
せ
て
、
栗
み
た
い
に
し

た
の
。 

─
─

そ
れ
が
タ
ピ
オ
カ
み
た
い
な
も
の
な
の
？ 

お

菓
子
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
た
の
？ 

 

サ
ト
ウ
キ
ビ
は
よ
く
か
じ
っ
た
ね
。
毎
日
毎
日
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
か
じ
っ
て
た
の
。
で
も
、
虫
歯
も
な
か

っ
た
ね
。 

─
─

裸
足
で
、
虫
歯
も
な
く
て
、
丈
夫
だ
よ
ね
。 

 

い
や
、
タ
コ
っ
ぱ
も
履
い
て
い
た
よ
。 

─
─

学
校
と
か
に
履
い
て
行
っ
て
た
ん
で
し
ょ
う
？ 

 

う
ん
。
遠
足
と
か
行
く
時
も
砂
地
が
熱
い
か
ら

ね
。 

 

・
・
・
次
回 

硫
黄
島(

８)

に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
九
十
五
貝 

「
マ
イ
マ
イ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」 

  

お
城
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
調
べ
て
い
た
ら
、

そ
こ
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社
さ
ん
の
サ
イ
ト
だ
っ
た

よ
う
で
、
お
城
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
ひ
と
通

り
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
後
、
そ
れ
よ
り
も
気
軽
に
で

き
る
対
策
と
し
て
、
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
し
た
。
た
し
か
に
！ 

 

マ
イ
マ
イ
の
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、
構
造
上
、
お
城
の
時
代
か
ら
ア
イ
デ

ィ
ア
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 

父
島
扇
浦
の
森
に
は
マ
イ
マ
イ
用
の
マ
ン
シ
ョ
ン

群
が
あ
り
、
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
増
え
て

く
れ
た
マ
イ
マ
イ
た
ち
が
、
よ
り
野
生
下
に
近
い

(

よ
り
厳
し
い)

環
境
で
育
っ
て
い
け
る
か
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
父
島
の
森
に

は
固
有
の
マ
イ
マ
イ
の
ほ
と
ん
ど
を
絶
滅
さ
せ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
が
い
る

の
で
、
単
純
に
野
外
に
出
し
た
だ
け
で
は
あ
っ
と
い

う
間
に
嗅
ぎ
つ
け
ら
れ
食
べ
尽
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。 

 

そ
こ
で
、
電
気
柵
を
こ
し
ら
え
、
彼
ら
の
侵
入
を

防
ぎ
な
が
ら
の
飼
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

そ
れ
で
も
ど
こ
か
ら
か
侵
入
し
て
き
ま
す
。
ま
た
ネ

ズ
ミ
も
入
っ
て
き
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。
金
網
で
上
空

を
覆
っ
て
、
さ
ら
に
ナ
イ
ロ
ン
メ
ッ
シ
ュ
の
網
室
、

電
気
柵
は
二
重
三
重
に
。
本
丸
の
周
り
に
二
の
丸
、

三
の
丸
が
あ
っ
て
、
何
重
に
も
防
衛
策
が
施
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
。 

 

マ
イ
マ
イ
側
の
繁
殖
は
成
功
し
つ
つ
あ
る
の
で
す

が
、
対
策
を
強
化
す
る
ほ
ど
、
植
物
を
生
や
せ
ず
、

落
ち
葉
も
入
ら
ず
、
雨
も
降
り
こ
み
辛
く
、
ど
ん
ど

ん
野
外
か
ら
遠
い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど

う
し
た
ら
よ
り
開
放
的
に
野
外
と
連
続
的
な
環
境
を

作
り
つ
つ
、
プ
レ
デ
タ
ー
の
侵
入
の
み
を
防
ぐ
か
、

矛
盾
す
る
よ
う
な
希
望
の
実
現
が
目
下
の
課
題
で

す
。
現
在
準
備
中
の
新
タ
イ
プ
で
は
透
水
性
舗
装
材

で
底
面
を
固
め
、
壁
面
に
は
岩
塩
の
柵
を
追
加
。
脇

と
足
元
を
ガ
チ
ガ
チ
に
対
策
す
る
代
わ
り
に
、
餌
や

水
分
の
自
然
供
給
を
狙
っ
て
天
井
は
完
全
開
放
。
こ

れ
か
ら
入
居
者
募
集
で
す
。
う
ま
く
い
き
ま
す
よ
う

に
。 

 

な
お
、
一
歩
で
も
城
の
外
に
出
た
ら
食
べ
ら
れ
る

世
界
な
の
で
城
主
た
ち
の
お
出
か
け
も
困
り
ま
す
。

そ
ち
ら
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
お
話
は
ま
た
今
度
。 

 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

森
英
章 

【
イ
ラ
ス
ト
】
藤
崎
希
久
江 

 

※
こ
の
お
話
は
環
境
省
に
よ
る
陸
貝
保
全
事
業
の
成

果
に
な
り
ま
す
。 

             

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

２―

３
１
１
７ 
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― 村民課福祉係 ― 

―  第 2７８号  ― 

 
 

 

クジラ： へえーふくらはぎを指で囲むことで筋肉量の目安になるのか。簡単にできそうだね。 

保健師： 若いうちから筋力アップをしておくことが生涯自分の足で歩ける体力づくりになり

ます。スロースクワットは、雨の日や夜などちょっとした時間にできそうですね。 

クジラ： いきいき体操教室は、「重力に負けない体づくり」をしているんだね。みんなでやれ

ば続けられそうだな。 

健康運動指導士：まずは気軽に見学においでください。参加をお待ちしています。 

      

 筋肉は 20歳頃を過ぎると少しずつその量が減っていき、70歳代では 20歳代の４割程度に減少するといわれていま

す。30～50 歳代の中年期にあまり運動をしないで過ごすと、筋肉が急速に減少する可能性があります。また筋肉量が

多いほど長生きできることもわかってきました。（出典：「NHK健康 ch」解説国立健康長寿医療研究センター荒井秀典氏） 

今回は、自宅で手軽にできる筋力アップトレーニングを小笠原村社会福祉協議会 健康運動指導士川本真裕さんに紹

介していただきます。 

 

 こんにちは、健康運動指導士の川本です。今回はご家庭での筋力アップ 

トレーニングということで、いきいき体操教室（右下参照）でも取り入れて 

いる効果的なトレーニングをご紹介します。 

〇トレーニングを始める前に・・・ 

まずはご自身がどのくらいの筋肉量があるか測ってみましょう。 

「やってみよう！指輪っかテスト！」 

     指輪っかとふくらはぎの間に隙間ができる方は、 

筋肉量が減っている「サルコぺニア」の可能性があります。 

※「サルコペニア」とは・・・ 

 加齢や生活習慣の影響によって筋肉の量や筋力が減ることです。 

サルコペニアになると、「歩く」、「立ち上がる」などの日常生活の基本的な動作に悪い影響が生じ、転倒しやすくなった

り、介護が必要になったりします。（出典：公益財団法人 長寿社会科学振興財団 健康長寿ネットより） 

   

〇自宅でできる筋トレ！『スロースクワット』 

 いきいき体操教室でも取り入れている「スロースクワット」は 

一般的なスクワットよりゆっくりと時間 

をかけて行うスクワットです。 

 鍛えられる筋肉は、 

☆「大殿筋（おしり）」 

☆「大腿四頭筋（前もも）」 

☆「下腿三頭筋（ふくらはぎ）」等です。 

これらの筋肉は「抗重力筋」ともいわれ、立ち上がる動作や 

立っている状態・歩くときにバランスをとるのに必要な筋肉です。 

≪やってみよう！スロースクワット≫※転倒には十分ご注意ください。 

図のように椅子の背もたれや机を利用し「１・２・３」とゆっく 

り数えながら、ご自分ができる範囲まで膝をまげ、「１・２・３」とゆっくり数えながら膝を伸ばします。 

１日に２０回×２セット（１０回×４セット）を目標にやってみましょう。はじめのうちは１０回×２セットから、 

少しずつ増やしていきます。無理をせずご自分のペースで！筋トレを日常生活に取り入れてみてはいかかがでしょうか。 

  

 

 

「いきいき体操教室」（父・母） 

本文でもご紹介した、介護予防「いきい

き体操教室」は、６０歳以上を対象に、  

父島・母島において専門的な知識を持った

指導員がご自身に合った運動習慣を身につ

けるお手伝いをしております。 

教室では主に下肢の筋トレを行い、「重力

に負けない」体づくりをおこなっておりま

す。詳しくは「健康保健コーナー」をご覧

ください。 

 

村民課福祉係 
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クジラの伝言板 

 

 



産科・婦人科専門診療(母島)

遊漁船業務主任者講習会(父島)
東京宝島アクセラレーションプログラム募集(～5/26)

入港日 出港日

価格等縦覧帳の縦覧(～5/31) 村議会議員選挙　告示日
しんくみはばたき奨学金申込み(～28日) 産科・婦人科専門診療(父島)(～24日)

乳幼児健診・歯科健診(母島)
母島巡回労働相談

村議会議員選挙 期日前投票(父島～22日/母島～21日)

行政相談所の開設(父島)

育児学級(親子ヨガ教室)(父島)申込〆切

小笠原小学校会計年度任用職員の募集申込〆切

出港日 母島巡回ペット診療・相談 申込〆切

母島小中学校入学式 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

定期予防接種(父島)(母島)

小笠原小学校入学式 入港日

小笠原中学校入学式 村議会議員選挙　投票日(母島)
小笠原高等学校入学式

村議会議員選挙　投票日(父島)・開票日

眼科専門診療(母島)(・24日)

入港日 育児学級(親子ヨガ教室)(父島)

日商簿記検申込期間(～5/11)

出港日

眼科専門診療(父島)(～30日)

村議会録画放送(ケーブルテレビ)(・27日)

出港日 母島巡回ペット診療・相談(・28日)

乳幼児健診・歯科健診(父島) 電話による法律相談(第二東京弁護士会)

狂犬病予防集合注射(父島)

狂犬病予防集合注射(母島) 入港日

ケーブルテレビ利用料支払方法変更〆切 村営バスGW増便(・30日、5/3～5/5)

地域振興に係る補助事業の募集(第１回)〆切 こどもまつり(父島)/こどもの日の集い(母島）

アホウドリ報告会(ビジターセンター)

入港日 出港日

遊漁船業務主任者講習会(母島) 母島診療所(歯科)の休診(～5/10)

※            マーク：小笠原高校 図書館開放日

※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)　３日・5日・７日・10日・12日・14日・17日・19日・21日・24日・26日・28日

15 土 30 日

14 金 29 土

13 木 28 金

12 水 27 木

11 火 26 水

10 月 25 火

9 日 24 月

8 土 23 日

7 金 22 土

6 木 21 金

5 水 20 木

4 火 19 水

3 月 18 火

2 日 17 月

1 土 16 日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日 行　事　予　定

昭和の日


